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鈴鹿高専
共同研究推進センター

共同研究推進センターは、地域企業等
と鈴鹿高専の連携による共同研究を円
滑に行うための中核となる施設です。地
域に根ざした工業系の高等教育機関と
して、本校が所有する教育研究機能、
知的資源、施設設備、これまで蓄積さ
れてきた技術等をベースに、地域と密
着した共同研究プロジェクトを流動的、
機動的に推進します。

〒510-0294 三重県鈴鹿市白子町
Tel 0593-68-1981
Fax 0593-87-0338
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産学官連携において本校の役割 ※SUZUKA産学官交流会とは
産学官の連携を促進するとともに、新しい製品、技術、
サービス、マーケティングの開発に資することを目的に平
成１１年７月に発足しました。鈴鹿商工会議所、三重県鈴
鹿市に所在する企業、国、県、市の行政機関、鈴鹿市内企
業ＯＢ、鈴鹿医療科学大学、鈴鹿国際大学、鈴鹿工業高
等専門学校の教育機関が参画しています。

※産学技術サロンとは
人間、社会、科学・技術、教育、産業等を自由闊達に意
見交換する中から、新しい価値観、心、技術、そして新事
業を見出すことを目的に、共同研究推進センター会議室を
会場に毎月最終金曜日に開催しています。

※ものづくり助成事業とは
産学官の連携による研究開発を強化し、製造業の活性
化を図るために、市内の中小製造業者等が大学（大学院
及び短期大学を含む。）及び高等専門学校と共同により、
またはその指導により行う新技術の研究開発に要する経
費に対する補助事業です。

※RSP事業とは
大学等の研究機関と連携をとりながら、産業支援セン
ターが中核となり、地域独自の研究成果を育成し、独立行
政法人科学技術振興機構を始め、国の諸事業を活用して
研究成果を実用に活かし、新技術・新産業の創出を推進し
ます。

※技術相談とは
機械工学科、電気電子工学科、電子情報工学科、生物
応用化学科、材料工学科の各専門分野と一般科目（理系・
文系の各教科）の本校教員に、現場で解決を迫られている
問題や疑問など様々な技術相談を受けることができます。

※燃料電池を核とした産学官連携事業
燃料電池を核とした産学官連携ものづくり事業では、三
重県及び鈴鹿市と連携しています。 この中で本校では燃
料電池関連技術者の養成、１KW定置型家庭用燃料電池
の実証試験、および地域企業と共同研究しながら、新しい
タイプの燃料電池の開発を行っています。
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